
感染症情報 ７月１５日～２１日

④ヘルパンギーナ

②感染性胃腸炎

⑤ＲＳウイルス感染症

６１８例（堺市 

２９２例（堺市 ３１例）
１６０例（堺市 １６例）

報告数による順位。前週比１６．８％減の３，２９０件であった。手
足口病が府下で１８％減、堺市で前週１７５例→今回１２３例であっ
た。大阪府の定点当たりは９．８５→８．０８、堺市で９．２１→６．４７
であった。今週も大阪府では１ブロックを除いて警報レベル開始基
準値５を超えている。感染性胃腸炎が府下で前週比１３％減、堺
市で前週５２例→今回４７例。溶連菌感染症が府下で２１％減、堺
市で前週７７例→今回６５例。ヘルパンギーナが府下で１０％減、
堺市で３０例→３１例であった。ＲＳウイルス感染症が府下で２２％
減、堺市で前週１３例→今回１６例であった。
基幹定点だけが報告するが、マイコプラズマ肺炎が１１週連続で
１０例を超えている。大阪府３５→４１例、堺市１１→８例であった。
インフルエンザが府下で前週１４９例→今回１２１例で前週比
１９％減であった。堺市で前週１６例→今回１５例であった。

４７例）
③溶連菌感染症 ４３６例（堺市 ６５例）

１２３例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９７医療機関（堺市１９）から

①手足口病 １，５９１例（堺市

１２１例（堺市インフルエンザ １５例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

３，８９２例（堺市新型コロナウイルス感染症 ４２８例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回
２，９４３例→今回３，８９２例で３２％増、定点当たり９．６５→１２．７２。
堺市で前週３７５例→今回４２８例は１４％増、定点当たり１２．９３→
１４．７６となり、大阪府のブロック別でワースト２であった。

大阪府定点 １２．７２ 堺市定点 １４．７６

麻疹や風疹の報告なし。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数

０歳
１歳
から
４歳

５歳
から
９歳

１０歳
から
１９歳

２０歳
から
２９歳

３０歳
から
３９歳

４０歳
から
４９歳

５０歳
から
５９歳

６０歳
から
６９歳

７０歳
から
７９歳

８０歳
以上

合計

１３６ ２５９ ２３３ ５８９ ３９９ ３２７ ３９５ ４４５ ３１４ ４１７ ３７８ ３８９２
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